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令和４年３月新規学校卒業予定者（高卒・大卒）の就職内定状況等を取りまとめ 

 

～新規高卒就職内定率は令和４年１月末時点で９２．５％～ 

（学校または安定所を通じた就職を希望する生徒の状況の集計） 

 

～新規大卒就職内定率は令和４年１月末時点で７２．９％～ 

 

 「徳島新卒者等人材確保推進本部」（本部長 伊藤浩之徳島労働局長）は、令和４年３月

新規学校卒業予定者の求人・求職・就職内定状況（令和４年１月末現在）（速報値）を取り

まとめました。その概要は次のとおりです。 

 

Ⅰ 新規高等学校卒業予定者 

１ 就職内定状況 

（１）求職者（就職希望者数）は１，１０４人、前年同期（１，１３８人）に比べ３４人（３．０％）減少し

た。 

（２）就職内定者は１，０２１人、前年同期（１，０５０人）に比べ２９人（２．８％）減少した。 

（３）就職内定率は９２．５％、前年同期（９２．３％）を０．２ポイント上回った。 

（注）前年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、高校生の選考・内定開始日 

が１０月１６日となり、例年より１か月後ろ倒しとなっていました。 

    令和３年度 

         １，０２１人 （就職内定者数）   

１，１０４人 （就職希望者数） 

    令和２年度 

         １，０５０人 （就職内定者数）   

１，１３８人 （就職希望者数）  

※学校または安定所を通じた就職を希望する生徒の状況の集計 
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２ 求人の状況 

県内の安定所で受理した求人数は２，２６５人で、前年同期（２，１４４人）に比べて１２１人 

（５．６％）増加した。 

 

３ 県内就職希望者の状況 

（１）県内就職希望者は８８６人、前年同期（８７７人）に比べ９人（１．０％）増加した。 

（２）県内就職内定者は８０９人、前年同期（７９１人）に比べ１８人（２．３％）増加した。 

（３）県内就職内定率は９１．３％、前年同期（９０．２％）を１．１ポイント上回った。 

 

４ 求人倍率 

   県内就職希望者の求人倍率は２．４１倍で、前年同期（２．３２倍）を０．０９ポイント上回った。 

 

Ⅱ 新規大学卒業予定者 

１ 就職内定状況（届出済分）について 

 （１）求職者（就職希望者）は２，０２０人、前年同期(２，０６４人)に比べ４４人（２．１％）減少した。 

（２）就職内定者は１，４７３人、前年同期(１，６４３人)に比べ１７０人（１０．３％）減少した。 

（３）就職内定率は７２．９％、前年同期（７９．６％）を６．７ポイント下回った。  

 

※本調査は、徳島労働局管内の各安定所が、未内定学生への就職支援のために、学校が既に把握している範囲での内定状況等を報告してい

ただいた数の集計であり、内定を受けていても学校に届出していない学生は未内定として計上されます。文部科学省と厚生労働省が、共同で

調査して公表している全国の数値と直接比較できるものではありません。 

 

２ 求人の状況について 

 県内・外の事業所から大学に提出された求人数は３８４，５８２人で前年同期 

（３９５，７０８人）に比べ、１１，１２６人（２．８％）減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《就職支援の取組》 

（１） 令和３年度、徳島労働局においては、若者に対する就職支援を重点施策とし、とりわけ新卒者等

の就職支援を推進し、若者と企業のマッチングの強化に取り組んでおり、今後も各高校、大学等

の就職支援担当者と一体となり、連携を保ちながら未内定生徒・学生一人一人に対し、就職支

援ナビゲーターが担当者制により、求人情報の提供、履歴書の添削、模擬面接による指導等、き

め細やかな個別指導を実施し、就職に結びつけます。 

（２）令和４年２月２５日（金）に開催した徳島新卒者等人材確保推進本部第２回会合で、「今後の未内

定者就職支援の実施方針」を決定しました。産・学・官の関係機関がより緊密に連携することによ

り、１日も早く、将来ある新卒者の就職の実現に取り組んでまいります。 

 


